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In the Onishiki Rice Terrace located in Hasami Town, the landscape has changed due to abandonment 
and transplantation of cultivation. In order to maintain rice paddies in the future it is necessary to grasp 
the characteristics of the landscape. Especially in the Oniki rice paddies where living space and rice 
terraces are mixed, it is very important to investigate the building characteristics in rice paddies while 
thinking about conservation of the landscape. 
Therefore, the purpose of this research is to understand the characteristics of the landscape that they 
bring, paying attention to buildings in the landscape of Oniki rice paddy because the rice terraces and 
villages exist mixedly in Oniki rice paddy fields. 
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である．現在，鬼木棚田には，男性 116 人，女性 125

























図 3-1 入母屋図 
 
 
図 3-2 寄棟図 
 
 












図 3-4 鬼木郷における家屋の屋根伏せ図 
 
 











下図の調査結果から江戸期 1 軒，明治期 7 軒，大正
期 3 軒，昭和戦前 6 軒，昭和戦後 25 軒，平成 4 軒，不




図 3-7 家屋の建築時期 
(2) 屋根替え 
下図の調査結果から藁 6 軒，萱 6 軒，瓦 3 軒，セメ

















図 3-6 カイコ部屋の有無 
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写真 3-1 カイコ部屋の跡 
 















































図 4-1 藤野邸立面図（正面） 
実測調査者名：永渕 嵩  作図者名：永渕 嵩 
 
 
図 4-2 藤野邸立面図（側面） 
実測調査者名：永渕 関  作図者名：永渕 嵩 
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図 4-3 藤野邸平面図 






の崩壊により平成 2 年に主屋部を 4.5m 南側に移動し
ている．移設時に東側の 2 階建ての建物を減築してい
る． 


















図 4-4 松井邸立面図（正面） 
実測調査者名：永渕 嵩  作図者名：永渕 嵩 
 
 
図 4-5 松井邸立面図（側面） 
実測調査者名：永渕 関  作図者名：永渕 嵩 
 
 
図 4-6 松井邸平面図 



























図 4-7 川平邸立面図（正面） 
実測調査者名：永渕 嵩  作図者名：永渕 嵩 
 
 
図 4-8 川平邸立面図（側面） 
実測調査者名：今村 洋一  作図者名：永渕 関 
 
図 4-9 川平邸平面図 
実測調査者名：長崎県 初山氏  作図者名：初山氏 
 
 
図 4-10 川平邸復元平面図 
実測調査者名：長崎県 初山氏  作図者名：初山氏 
 
５. 結論 
鬼木棚田には，数多くの昭和戦前からその旧態を留
めている家屋があり棚田だけでなく建物にも歴史的価
値があるといえる．鬼木郷における家屋の多くは入母
屋造で建てられている．屋根替えについても，昭和戦
前建築の家屋の多くが藁や萱の屋根からふき替えられ
ているものが多いことが分かった．さらに，棚田と集
落が同じ地域にあることは珍しく，棚田の景観構成要
素を考える場合には重要な部分である．このような景
観は，農村集落としての姿を想像でき，この 2 つが合
わさっている場所は少なく貴重である． 
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